
イタチササゲの核型について

K O N D O， S. Studies on the Karyotype of 
Lathyrus davidii H A N C E  
イタチサ叶ゲはマメ宇 (Leguminosae) のレンリソ
ウ属 (Lathyrus) にl脅し、北海道、本州、九州、朝鮮、
中国、満洲、ウスリーに分布してし、る。 UI林内に生える
多年草で、外J形は幼時にはソラマメに似てし、るが生長す
ると葉はややエンドウに似てくる( 第 1図参照)。 夏季
になると黄色し、花を総状に多数つける。本種につし、ては
染色体数の決定および核型につし、ての研究はまだ行なわ
れていなレのでここに報告する v

材料と方法

材料植物は滋賀県伊吹山鐙c 1 合め付近) の樹林内で
採集したものを用レたこ観察方法は植木鉢に桶えて活着
後、掘りおこして根端を切り取り、オキシキノリンで前
処理 (0.002 モノレ溶液に 2時間) し、酢酸オノレ七インお
しつぶ、し法により、プレノ《ラートを作り、 2，400倍で観
察した。核型の表わし方は倣遠( 1944) によった。
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観察結果
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体制11胞染色件、数は 2 n
のものは 18μ、展ノl、のものは 12.5μ あっ、大d、の差泊、少
なし、( 最大のものを 100 とした場合に辰小のものは約
70，第 1表参照) 。染色体は形と大きさから 7対に区分
できる。最大の 1対C 1 ， 2) は着糸点 (centromere)

1y 、Z6、f f、1I  
，4、7} ¥  (  ){ r， ¥  i  i  J  I  
図 1 .  イタチササゲ 図 2. 3イタチササゲの体制l胞染色休 (図 3 の倍率 x  1200) 
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がほとんど中部 (median) にあり、次の 1対 (3，4) 
の着糸点は次中部 (submedian) にあるコ第 3対 (5 ， 
6  ) は着糸点が次端部 (subt巴rminal) にあり、その短
腕に二次くびれ (secondary constriction) が見られ
るO 第 4対 (7，8) および第 5対 ( 9， 10) は着糸点
がともに次中部に近い次端部にある。第 6対(11， 12) 
は次中部に、第 7対 (13，1 4 ) はほとんとF中部に着糸点
が見られる。同一根端の中に稀に第 2図矢印で示すよう
な過剰l染色体を持つ細胞が見られた( 第 2，3図参照〕。
核型は次の式で表わされる。

田 沼 1 ('f; st ，..;t 唱 m おむ
K  (2 n) = 1 4 = 2 A + 2 B + 2 C + 4 D + 2 E l  +2E2( +lF) 

要約と考察

イタチササゲの体細胞染色体数は2 n =  14で、染色体
の形は大きく、その大きさはソラマメの染色体にやや近
L  、が、ソラマメの核型は対称性が低レのに対し、本種の
骸型は対称性が高レとし、う点で大きく呉っている。本種
と同属のハマエンドウ (Lathyγus m a門 timus L . )とは
核型の類似性が見られる。

(以下 p.18より)

S u m m a r y  

Lathyrus davidii is inc1uded in Legminosae， and 
it has 14 chromosomes in each somatic cel1. 
T h e  chromosomes are very large， and they are 
something like those of Vicia faba， but their ka-
ryotypes are fairly different from each other; 
that is， the former is high s y m m巴trical but the 
latter is low symmetrical. 
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大阪周辺の山々

第 1 9 回生物学会総会ご案内

昭和40年度、第19回総会は来る 5月30日( 町、 31日( 月) に行なわれる。

場所商脇市県立西脇高校講堂
1 日めは講演会、研究発表、森博士生物研究奨励金援与、協議: 20周年記念に関する件( 会場、日時、展覧会、

記念品、兵庫生物特集号発行、 20周年勤続者表彰) 、本夏行事の件( 富士箱根山採集会と奥谷国林の採集会)
第 2 日めは場所未定、付近ウパメガシ林の見学と採集の会。
なお、研究発表希望の方は県立西脇高校生物室平田忠夫先生あて 5月 5 日までに申込むこと。

この詳しい案内状は 4月中旬に、改めて発送する( 窒井静) 。
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